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JR線水道橋駅（東口）都営地下鉄三田線水道橋駅（A1出口）
東京都文京区本郷1-5-9 TEL.03-3811-4843（代）

平成21年2月7日（土）午後1時開演（正午開場）   水道橋・宝生能楽堂
入場料（全席指定）正面S席 8,000円／正面A席 7,000円／脇正面B席 5,500円／中正面C席 4,000円（学生券2,500円）

チケット発売 12月10日（水）より　club神遊会員の方は優先予約と会員割引がございます

お問合せ・お申込み

神遊 03-5227-1830   mail@kamiasobi.com

http://www.kamiasobi.com/

チケットぴあ 0570-02-9999（Pコード：391-545）

@ぴあ http://t.pia.co.jp

主催：神遊 （事務局 〒162-0805東京都新宿区矢来町60番地矢来能楽堂内　03-5227-1830）

第
37
回
公
演

神
遊

●地下鉄
　A1出口

神田川

至飯田橋 至お茶の水至神保町

至春日

後楽園

白
山
通
り

宝生能楽堂

●都立工芸高

JR水道橋

東京ドーム

舞台

（S）
正面

（A）
正面

（A）
正面

（A）
正面

（C）中正面

（B）脇正面

（B）
脇
正
面

能
「
楊
貴
妃
」
よ
う
き
ひ

寵
妃
・
楊
貴
妃
の
死
を
深
く
悲
し
ん
だ
唐

帝
・
玄
宗
皇
帝
に
命
じ
ら
れ
、
方
士
（
ワ
キ
）

は
、
楊
貴
妃
の
魂
魄
の
あ
り
か
を
尋
ね
て

常
世
の
国
・
蓬
莱
宮
へ
赴
く
。
所
の
者
（
ア

イ
）
か
ら
居
所
を
聞
い
た
方
士
は
、
教
え

に
従
っ
て
太
真
殿
へ
行
き
、
勅
使
で
あ
る

旨
を
申
し
出
る
と
楊
貴
妃
（
シ
テ
）
が
現

れ
る
。
楊
貴
妃
は
玄
宗
の
悲
嘆
の
様
を
聞

き
、
ま
た
、
自
分
も
恋
慕
の
情
に
あ
る
こ

と
を
告
白
し
、
憂
い
に
沈
む
。
や
が
て
、

形
見
の
か
ん
ざ
し
を
方
士
に
託
し
、
在
り

し
日
に
月
夜
の
宴
で
舞
っ
た
霓
裳
羽
衣
の

曲
を
優
雅
に
舞
っ
て
、
玄
宗
と
の
愛
を
誓

い
合
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
む
。
長
恨
歌
に

依
拠
し
た
名
曲
。

狂
言
「
箕
被
」
み
か
ず
き

連
歌
が
好
き
で
家
を
顧
み
な
い
夫
（
シ
テ
）

が
、
会
の
当
番
に
当
た
っ
た
と
言
っ
て
、

そ
の
準
備
を
妻
（
ア
ド
）
に
命
じ
る
。
妻

は
家
が
貧
乏
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
反
対

し
、
ど
う
し
て
も
や
る
な
ら
離
縁
し
て
欲

し
い
と
言
う
。
夫
は
暇
を
出
す
印
に
箕
を

渡
す
が
、
そ
の
と
き
に
交
わ
す
歌
の
や
り

取
り
で
、
妻
の
才
能
に
驚
い
た
夫
は
、
こ

れ
か
ら
は
歌
を
詠
み
あ
っ
て
仲
良
く
暮
ら

そ
う
と
い
っ
て
復
縁
す
る
。

能
「
昭
君
」
し
ょ
う
く
ん

中
国
・
漢
の
帝
は
胡
国
（
匈
奴
）
と
の
和

平
の
た
め
に
、
三
千
人
の
侍
女
の
中
か
ら

王
昭
君
を
胡
王
の
呼
韓
邪
単
于
に
贈
っ
た
。

昭
君
の
年
老
い
た
父
・
白
桃
（
前
シ
テ
）

と
母
・
王
母
（
前
ツ
レ
）
は
、
国
政
の
犠
牲

と
な
っ
た
我
が
子
を
嘆
き
、
形
見
の
柳
の

木
の
下
を
掃
き
清
め
る
。
同
情
し
た
里
人

（
ワ
キ
）
が
見
舞
う
と
、
父
母
は
故
事
に
な

ら
っ
て
柳
を
鏡
に
映
せ
ば
、
娘
の
姿
が
見

ら
れ
る
や
も
し
れ
ぬ
と
泣
き
伏
す
。〈
中
入
〉

や
が
て
昭
君
の
亡
霊
（
後
ツ
レ
）
が
鏡
に

映
り
、
単
于
の
亡
霊
（
後
シ
テ
）
も
現
れ

る
が
、
鬼
人
の
よ
う
に
映
る
我
が
身
を
恥

じ
て
単
于
は
消
え
失
せ
、
美
し
い
昭
君
だ

け
が
残
っ
て
父
母
を
慰
め
る
。

中
国
を
代
表
す
る
絶
世
の
美
女
・
楊
貴
妃
と
王
昭
君
、

美
し
い
ば
か
り
で
な
く
聡
明
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
二
人
の
実
在
し
た
中
国
美
女
の
能
に
、

梅
若
六
郎
師
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
神
遊
が
挑
み
ま
す
。
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長
沼 
範
夫

観
世 
喜
之

＊未就学児童入場不可

ほうしょう

こ
か
ん
や
ぜ
ん
う げ

い
し
ょ
う
う
い

〈

休

憩

〉

（
終
演
予
定 

午
後
四
時
半
頃
）


